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円柱形インタフェースの操作方法‐サイズと身体特性との関係‐ 
（太田助教授・産総研 宮田研究員） 

車の運転席やコックピットなどでは，非常に多くのインタフェース（スイッチ，レバー

etc.）が設置されている．主要，緊急であるインタフェースは操作方法がユーザの直感にあ

っており，間違わずとっさにやれることが重要である．同じ機能を実現するインタフェー

スでも，さまざまな操作方法，形状・サイズが考えられ，加えてインタフェースの位置・

向き，テクスチャ，ユーザの手のサイズ，経験などにも影響を受ける．しかしユーザが操

作方法を決定する仕組みは未だに明らかにされていない．その解明が，さまざまなインタ

フェース配置をシミュレーションによって事前評価することを可能にし，インタフェース

設計に非常に有効である． 
本研究室では，円柱形インタフェースのサイズとユーザの操作方法の関係を調査し，モ

デル化を行っている．ユーザがさまざまなサイズの円柱を，2 状態切り替え機能あるいは

連続量調節機能として操作する状況を観察し，操作方法を分類（Fig.1）し，操作方法が切

り替わる境界のモデル化を試みた．結果として，円柱を tilt させるような操作方法と他の

操作方法の境界は円柱のアスペクト比によって決まることが明らかとなった（Fig.2）．ま

た，多くのユーザにおいてインタフェースと想定した円柱を上から把持するか，横から把

持するかの境界は円柱の高さがユーザの手幅と同程度であることが明らかとなった

（Fig.3）． 
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Fig.1 Various Ways to Operate 
Cylinder-Shaped Interface 
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Fig.2 Boundary of the “Tilt” Operation from Others 
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Fig.3 The Height of Cylinder that Approximate Direction to Grasp 
Changes from Top to Side according to the Hand Width 


